
 

 

Ⅱ ドイツの ADAC HEMS アカデミー 

 

HEMS アカデミー 

 米救急ヘリコプターの事故の多さに対して、欧州は比較的少ない。アメリカのような激

しい自由競争が少ないためか、あるいは航空法の規制がきびしいためか。いっぽうで運航

者みずからも安全について関心が高く、遵法の気持ちも強いからではないかと思われる。 

 そうした中で欧州ヘリコプター救急の中心的な役割を果たしてきたドイツの ADAC 航空

救助法人が昨 2009 年、ボン近郊に HEMS アカデミーと呼ぶ救急飛行訓練所を開設した。

HEM-Net では 2010 年 6 月、その施設を直接見学する機会を得たので、ここにご報告する。 

 

飛行訓練と医療訓練 

 HEMS アカデミーはパイロットの操縦訓練と、医療者を含む救急関係者全員の幅広い訓

練を目的として設置された施設である。操縦訓練のためには EC135 と EC145 の２基の訓

練シミュレーターを用意している。ただし今のところ、EC145 のシミュレーターはまだソ

フトウェアが完成していない。 

 また医療訓練のためには、病院の救急治療室を模した部屋を設け、救急患者のマネキン

人形が置いてあり、さまざまな病状を再現して救急治療訓練をおこなう。さらに救急医療

装備をつけた EC135 ヘリコプターの機体モックアップを用意してあり、運航クルーと医療

クルーが同時に乗りこんで、ヘリコプターが緊急事態に遭遇した場合の脱出訓練などをお

こなう。 

 すなわち HEMS アカデミーは、パイロットの操縦訓練、計器飛行訓練、資格試験に加え

て、救急飛行の実際の任務に即した医療訓練や安全訓練をおこなうための施設である。 

 訓練の内容は受講生の要望に応じて、基礎訓練、慣熟訓練、リカレント訓練などがある。

教官は無論 HEMS アカデミーに所属するが、訓練を受ける側が教官を伴ってきて、この施

設を利用しながら自分たちだけで訓練を進めることもできる。 

 また運航クルーと医療クルーが一緒になって、現実の飛行で遭遇する危険を想定した緊

急対応訓練も可能である。 

 

操縦訓練シミュレーター 

 操縦訓練のためのシミュレーターは２台用意されている。うち１台は上述のとおり未完

成だが、操縦席から見た前方の湾曲スクリーンには水平 210°、垂直 60°の範囲で外部の

光景を映し出し、着陸訓練に際しては建物や障害物が３次元の立体映像として映写される。 

 これらの訓練プログラムは全て欧州共通の航空規則 JAR-OPS3（救急飛行規則）と

JAR-FCL2（Flight Crew Licensing-Helicopter）にもとづき、次のような課目が含まれる。 

 ・慣熟チェック 

 ・技能試験 

 ・機種拡張訓練 

 ・計器飛行訓練 



 

 

 ・リカレント訓練  

 ・実務飛行訓練（たとえば救急飛行、石油開発支援飛行など） 

 ・CRM 訓練 

 ・２人乗務訓練 

 

医療訓練シミュレーター 

 医療訓練は主として医療スタッフに対し、専門的な訓練をおこなう。それも単なる救急

業務ばかりでなく、ホイストを使った救助訓練や集中治療なども訓練の対象となる。 

 救急用の EC135 ヘリコプターを再現した実物大モックアップ（Christoph SIM）には、

救急機としての医療機器を現実そっくりに装備してあり、これに患者の模擬人形

（Sim-Man）を加えて、専門的な救急医療訓練を可能としている。さらにヘリコプター・

モックアップに乗せた模擬人形を集中治療室に搬送し、病院スタッフに引き渡す業務など

を訓練する。 

 また同乗するパラメディックは医師を補助する一方、患者の容態が安定しているときは

気象情報を取る、航法の援助をするなど、パイロットの支援にもあたるので、そのための

訓練もおこなう。 

 この訓練にあたっては、実際に生じた事例をもとにシナリオをつくり、訓練教官が背後

のコントロール・ルームから訓練生に問題や指示を出すなどしておこなわれる。たとえば

小さな病院から大きな病院への施設間搬送、患者の容態変化への対応、クルー間のコミュ

ニケーションに必要なリソース・マネジメント訓練などである。さらに予定搬送先の病院

が悪天候のために着陸できないなど、普通に生じうる状況も訓練シナリオに取り入れてい

る。 

 訓練の内容には次のような課目が含まれる。 

 ・基礎訓練 

 ・リカレント訓練 

 ・衛生学訓練 

 ・医療機器取扱い法 

 ・ヒューマン・ファクターに関する ACRM 訓練 

 ・病院間搬送に関するマネジメント 

 

日本人も訓練可能 

 以上のように ADAC の HEMS アカデミーはヘリコプター救急にたずさわる関係者全員

の訓練センターである。飛行シミュレーターを初め、実物大モックアップや模擬集中治療

室などが用意されているため、比較的安い費用で実践的な訓練をおこなうことができる。

しかも実際の飛行では不可能な緊急事態を再現し、対応の仕方を訓練することも可能。 

 基本的な訓練は HEMS アカデミー施設内で９～10 日間にわたっておこなわれる。訓練生

は世界中どこからでも、日本からでも受け入れて貰える。ただし教官との意思の疎通が必

要で、そのためにドイツ語か英語の会話ができなければならない。 

 昨年の開設以来、基本訓練はこれまで 12 回おこなわれた。また ADAC 従業員に対して



 

 

は年１回２日間のリカレント訓練をおこなう。 

 こうした HEMS アカデミーについて、昨年秋のドイツ航空雑誌が紹介記事を掲載してい

る。その概要は以下のとおりである。 

 

ドイツ航空雑誌から要約 

 100 年の歴史を持つボン空港。ここに世界でも類を見ない近未来的な施設がある。HEMS

アカデミーだ。そこでは、最新のシミュレーターを使ってヘリコプター・パイロットとエ

アレスキュー隊員の訓練が行われている。 

 コクピットの窓を激しい雨が叩く。ボン・ヴェーヌスベルクにある病院ヘリポートは、

うっすらと線の形に見えるだけ。この悪天候のなか、ADAC エアレスキュー所属の黄色い

EC135 が搬送しているのは、一刻も早く手術が必要な患者。ところが、接地点を示す大き

な H マークに向かってパイロットが着陸態勢に入るや、今度は片方のエンジンが停止して

しまう。エアレスキュー隊にとっては最悪の事態だ。 

ただし、これは危険な状態を模した訓練である。クルーは実際に危ないわけではなく、

ヴェーヌスベルクの上空を飛んでいるわけでもない。 

 ここは ADAC の HEMS アカデミーである。クルーがいるのは、アカデミーにある飛行

シミュレーターの中だ。このシミュレーターでは、極度の悪天候にエンジン停止という事

態を、実際に危険にさらされることなく体験することができる。飛行のもようはカメラで

撮影され、その映像は後でおこなわれるデブリーフィングの場で再生される。それによっ

て、パイロットは自分の示した反応と措置について分析することができる。 

 ADAC エアレスキューは、1,250 万ユーロ（約 15 億円）を投じてボン・ハンゲラー空港

に世界最新のヘリコプター・シミュレーション・センターを設置した。最新のフルフライ

ト・シミュレーター２台は、EC135 と EC145 ヘリコプターを模したものだが、ヘリコプタ

ー・シミュレーターのほかにも、この訓練学校には実物を忠実に再現した集中治療室を備

え、病院の救急救命室で見られる実物と同じ設備をそなえている。 

 EC135 の実物大モックアップでは、パイロットと医療クルーとの間の連携訓練も行われ

る。第一に優先されるのは、緊急時における患者の救出で、ストレッチャーに寝かされて

身動きのできない患者は、自力で脱出することができない。このような患者を如何に迅速

かつスムーズに助け出すか。これは救急医療の一連の作業行程のなかで最も弱い部分であ

り、訓練のなかでも特に重点が置かれている。 

 ２台の飛行シミュレーターが備える映像システムは極めてリアルなもので、パイロット

ですら自分が訓練装置の中にいることを忘れてしまうほどである。視野は横 120 度、縦 60

度で、足元の窓も使える。そして高性能のプロジェクター10 台が、あらゆる気象・光・視

界の状態を真に迫って再現する。いうまでもなく、夜間暗視ゴーグル（NVG）の使用訓練

も可能。 

 激しい雨粒が叩きつけていたように見えたコクピットの風防ガラスは、そもそも全く存

在していない。シミュレーターに高価な窓ガラスは必要ない。雨粒が本当に窓ガラスに流

れているように見えるのは、ひとえに高品質の３次元映像のおかげである。リアルな音響

が、その効果をさらに高めている。 



 

 

 コクピットと教官用スペースを備えた２台のフライト・シミュレーターは、球形をした

ドームの中に収められている。ドームの直径は７メートル。電動プラットフォームに乗っ

て、ドームは６つの自由度で動く。これで、実際には決して体験できないような危険な飛

行状態を再現することが可能になる。 

 このシステムは欧州航空法規の基準を満たしており、これを使えば、パイロットは実機

による飛行と変わらない技能試験を受けることができる。 

 また、このシミュレーター訓練によって、別のヘリコプター・モデルの飛行資格を取得

したり、定期訓練、計器飛行資格、クルー・リソース・マネジメント（MCC, CRM)などの

訓練をおこなうことができる。 

 救急飛行の運航クルーおよび医療クルーの養成と反復訓練のために、HEMS アカデミー

にはトレーニング用コンピュータを備えた訓練装置もある。試験に際しておこなう飛行前

点検は、ヘリコプター実機を使うことはできないため、パイロットがモニター上で外観チ

ェックをできるプログラムも開発された。 

 また狭い病院ヘリポートへの進入、吹雪のなかでの飛行、計器気象状態と強風の中での

石油プラットフォームからの離陸、あるいは激しい雨と同時にエンジンが一発停止した状

態での着陸など、さまざまな訓練シナリオが準備されている。 

 HEMS アカデミーでは近く、24 時間いつでも訓練が可能になる予定である。 

（松尾晋一、山野豊、西川渉） 

 



ADAC HENS Academy

飛行シミュレーターが2台。ヘリコプター機種はEC135とEC145。
ただし手前のEC145はソフトウェアが未完成で、まだ稼働していない。

訓練用の模擬救急治療室
正面中央に患者の模擬人形が寝ている

トーマス・ヒュッチ訓練所長

マリア・フォン・ナツーシアス医師
この先生のレクチャーを受けた



クリストフ・シミュレーター

救急装備をしたEC135の実物大モックアップ
機体内部は本物の救急ヘリコプター
と同じ医療機器が装備されている




